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Simmel），マルクス（Karl Marx），ヴェーバー（Max Weber），ゾンバルト（Werner Sombart）と
いった古典的論者を生み出したドイツにおいてとりわけ高い関心をもって展開されたのであり，
いわばドイツは「経済社会学の故郷」3）ともいえる。ところが，1980年代頃から，アメリカの社






































6）　彼らが調査対象としたのは，American Journal of Sociology, American Sociological Review, Berliner 




























7）　Vgl. Beckert und Besedovsky (2009), S. 39.
8）　Vgl. Beckert und Besedovsky (2009), S. 34―35.
9）　テーマの上位カテゴリーは，「企業」（Unternehmen），「市場」（Märkte），「経済のマクロ構造」
（wirtschaftliche Makrostruktur），「 労 働 と 産 業 関 係 」（Arbeit und industrielle Beziehungen），
「経済エリート」（Wirtschaftseliten），「経済についてのイデオロギー・価値・態度」（Ideologien, 




の行為理論」（Sonstige Handlungstheorien），「マルクス主義理論・階級理論」（Marxistische Theorien, 
Klassentheorien），「システム理論」（Systemtheorie），「近代化理論」（Modernisierungstheorie）である。
10）　Vgl. Beckert und Besedovsky (2009), S. 32. なお，アメリカについては詳細は分からないとしつつ，新
しい経済社会学における部分領域の「バルカン化」（分裂）を指摘している。
11）　Vgl. Beckert und Besedovsky (2009), S. 31. ただしこの点はCarrutheres und Uzzi（2000）における考
察を参照している。















13）　Vgl. Beckert und Besedovsky (2009), S. 32.
14）　Vgl. Beckert und Besedovsky (2009), S. 32―33．











































16）　Vgl. Beckert und Besedovsky (2009), S. 33―34.
表3　ドイツの社会学雑誌におけるテーマの割合の推移（N―102）
1974/75 1984/85 1994/95 2004/05 平均
企業 23.5 36.4 45.5 14.6 28.4
市場 11.8  0.0  0.0 24.4 11.8
マクロ経済構造 17.6  9.1 24.2 29.3 23.5
労働と産業関係 35.3 54.5 18.2 29.3 29.4
経済エリート  0.0  0.0  3.0  0.0  1.0
経済についてのイデオロギー・価
値・態度  5.9  0.0  6.1  0.0  2.9
貨幣  5.9  0.0  3.0  2.4  2.9
出所）Beckert und Besedovsky（2009. S. 30）をもとに一部修正の上筆者作成。
表4　アメリカの社会学雑誌におけるテーマの割合の推移（N＝109）
1974/75 1984/85 1994/95 2004/05 平均
企業 20.0 44.4 25.7 15.6 26.8
市場  6.7  7.4  0.0 25.0 10.1
マクロ経済構造 20.0 22.2 17.1 18.8 19.3
労働と産業関係 40.0 18.5 51.4 34.4 36.7
経済エリート  6.7  3.7  2.9  3.1  3.7
経済についてのイデオロギー・価
値・態度  6.7  3.7  2.9  3.1  3.7












1974/75 1984/85 1994/95 2004/05 平均
制度主義 27.8 28.6 31.6 32.7 31.2
内新しい社会学的制度主義のみ  5.6  0.0  2.6  5.5  4.0
ネットワーク理論  0.0  7.1  7.9 18.2 11.2
文化理論  0.0  0.0  5.3  5.5  4.0
合理的選択  5.6 21.4  5.3  7.3  8.0
システム理論  5.6  0.0  2.6  5.5  4.0
相互行為主義  0.0  0.0  0.0  7.3  3.2
階級理論  5.6  0.0  5.3  0.0  2.4
行為理論  5.6  0.0 10.5  9.1  8.0
近代化理論  0.0  0.0  5.3  3.6  3.2
批判理論  5.6  0.0  0.0  0.0  0.8
その他 44.4 42.9 26.3 10.9 24.0
新しい経済社会学 27.8 35.7 44.8 56.4 46.4
出所）Beckert und Besedovsky（2009. S. 36）をもとに一部修正の上筆者作成。
表6　アメリカの社会学雑誌における理論アプローチの割合の推移（N＝146）
1974/75 1984/85 1994/95 2004/05 平均
制度主義 22.2 17.6 42.6 46.8 35.6
内新しい社会学的制度主義のみ  5.6  8.8 14.9 17.0 13.0
ネットワーク理論 11.1  8.8 12.8 25.5 15.8
文化理論  5.6  5.9  4.3 12.8  7.5
個体群生態学  0.0  2.9  4.3  2.1  2.7
合理的選択  0.0  2.9 14.9  2.1  6.2
相互行為主義  5.6  0.0  0.0  2.1  1.4
階級理論 22.2 41.2  6.4  0.0 14.4
行為理論  5.6  8.8  0.0  2.1  3.4
批判理論  5.6  0.0  2.1  0.0  1.4
その他 22.2 11.8 12.8  6.4 11.6
新しい経済社会学 38.9 35.2 64.0 87.2 61.6




























カート（Jens Beckert）が主張する「社会理論としての経済社会学」（Wirtschaftssoziologie als 
Gesellschaftstheorie）（Beckert, 2009）の構想を取り上げて，現代における経済社会学の方向性
17）　Vgl. Beckert und Besedovsky (2009), S. 39. ただし，ここでは社会学の総合的な学術誌に限定すること
で一般的な影響関係を考察することを目指したものであるため，システム理論の専門雑誌の影響は考慮
しなくても問題はない点も述べられている。
18）　Vgl. Beckert und Besedovsky (2009), S. 39―40.
19）　彼は現在マックス・プランク研究所の社会学研究部門の長であり，European Journal of Sociology, 




























20）　これについては，Vgl. Hodgson 2008, p. 137. ホジソンは，1930年代に経済学でロビンズ（Lionel 
Robbins）が，社会学でパーソンズ（Talcott Parsons）が行ったそれぞれの専門領域の定義に基づいて，
両科学における分業体制が確立されたとしている。




25）　Beckert (2009), S. 183.

































27）　Vgl. Beckert (2009), S. 185. その他にも，「テクノクラート的社会理論」として批判するハーバーマス
による批判や，東欧社会主義の称賛や社会的抵抗運動への批判など現実の動きへのルーマンの評価の誤
りを指摘している。
28）　Beckert (2009), S. 186.
29）　Vgl. Ebenda.



































33）　以上については，引用部分も含めて，Vgl. Beckert (2009), S. 190.
34）　Ebenda.






























36）　Beckert (2009), S. 193―194．
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